








 

 ニワトリの血清中には,ニワトリの筋芽細胞の分裂を促す物質(以下 MT と省

略)が存在する.血清 MT 活性値は,発生成長に従って変動し,筋細胞の分裂や成

長の時期に一致して高値を示す・さらに血清 MT 活性値は,成鶏においてもかな

りな高値を示す 1),2). 

 一方,筋を構成する細胞のうち,分裂能を持つものは筋芽細胞に限られ,筋管

細胞・筋細胞は,融合や蛋白等の細胞内物質の蓄積によって成長する.筋芽細胞

は正常鶏では,胚および孵化直後の幼若雛に限られる.従って MT がより分化の

進んだ筋管,筋細胞にも作用を持っているか否かが問題となる. 

 また生物活性物質が,生理的に働いているか否かの一つの基準として,その物

質の欠乏症が存在し,その物質の投与によってその欠乏症状の改善を見るとい

う条件を挙げることができる.しかし MT 欠乏症はまだ発見されていない. 


